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ク ワ ヒメゾ ウム シの廃 条 にお け る生 息数

吉 井 太 門 。鈴 木 栄 太 郎

(福島県蚕業試験場 )
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1ま え が き

タワヒメゾウムシは,伐採後の生枯部の多い桑園あるい

は廃条を多量に投入する桑園に発生が多いといわれる。本

虫が前年刈込みされた校条の基部付近の生枯部で越冬する

ことについては詳細なううう報告があるが,廃条における

調査はない。そこで,廃条と本虫発生の関係を明らかにす

るため,まず,廃条における生息数を調査した。

廃条には,発芽前伐採による枝条と各蚕期に使用した枝

条とが含まれるが,こ こでは後者のうち特に本虫発生と関

係があると思われる春蚕期に使用した枝条 (以下,廃条と

いう。)に ついて調査した。

2 調査桑園の概況と調査方法

調査は1977年 11月 に梁川町,原町市で実施した。梁川

町の桑目は無筆根刈仕立の改良鼠返であり,IIE付 3年目に

あたる。1975年から毎年廃条を投入しており,畦間全面に

厚さ2い程度に集積されている。 本虫は当初ほとんどみ
られなかつたが,1977年に激発した。原町市の桑回は無華

中刈仕立の改良鼠返であり,植付 8年目にあたる。 1970

年から毎年畦間を変えて廃条を束のまま投入している。本

虫の発生状況は中発程度である。

調査は,5株の周辺 2Jの 畦間に集積されている廃条を
地表面に接している部分を下層,上の部分を上層,こ れら

の中間を中層として各層別に採取した (原 町市において

は上。下層とした )。 これらの廃条を分解し,巣室中の幼

虫,蛹,成虫,寄生蜂,糸状菌,その他 (巣室はあるが本

虫及び天敵類がみられないもの)に分けた。叉, 5株の生

枯部と結死支幹部について同様の調査を実施し廃条と比較

した。なお,廃条は条径,条長を計測し在虫率を調査した。

材料は,染川町でH月 1日・ 8日 ,原町市で 11月 22日

に採取したが,梁
"1町

の 11月 8日 には廃条の太さと成虫の

大きさとの関係を調査する目的で,巣室付近の条径と成虫

の体長.口吻長を計測した。

3 調 査 結 果

1 廃条・生枯部・枯死支幹部の比較
梁川l町における11月 1日 の結果は表 1の通りであり,廃

条における生息数は生枯部と比較してかなり多かつた。廃

条を層別にみると本虫は下層より上・中層にやや多く,天

敵・その他を含むと上>中>下層であつた。

表 1 クワヒメアウムンの廃条における生息数

梁川町におけるH月 8日の結果はやはり廃条に多く生枯

部は少なかつた。すなわち,廃条219本中41本に本虫71頭 ,

天敵。その他23が みられ,5株の生結部14本中10本には本

虫13頭,天敵・その他 0であつた。廃条を層,1にみると上

>中―下層であつた。

原町市における結果は,廃条320本中22本 に本虫33頭 ,

天敵・その他 6であり,生枯部では20本 中5本に本虫5軋

天敵・その他0,結死支幹部では13本中 8本に本虫16頭 ,

天敵・その他10で あつた。廃条を層別にみると上>下層で

あつた。

2 廃条の大き。長さと在虫率
太さとの関係は図 1の通りである。梁川町においては,

21～ 25“の太い廃条10本 中 5本に本虫がみられ,在虫率

は50¢ であつた。次いで16～ 20"の 66本中19本 にみられ

在虫率は29¢ であつた。 原町市の結果は梁川l町と同様で

あり,太い廃条程在虫率が高かつた。

長さとの関係は図2の通りである。原町市においては枝

条を切って給桑するため81赫以上の廃条はなかつたが,2

調査地とも長い廃条程在虫率は高かった。40¨未満の廃

条は 2調査地合計で62本あつたが,こ のうちわずか1本 に

本虫がみられたに過ぎない。

3 廃条の太さと成虫の体長・ 口吻長
梁川町の雌雄各30頭の調査から,巣室の存在する部位

の大きと体長・ 口吻長には雌雄とも明確な関係がみられな

い。しかし, 4～ 6"の細い廃条の個体は明らかに小型で

(11月 1日 梁川1町 )
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図 1 廃条の太さと在虫率
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図 2 廃条の長さと在虫率

体長は26～ 27“ ,口 吻長は10“であった。叉, 本虫は
通常木質部に巣室を造成するが,細い廃条では髄部を5～

6Ⅲ堀って潜入していた。

4 考

廃条を多量に投入している桑園での調査結果ではあるが,

廃条における生息数は生枯部,枯死支幹部と比較してかな

り多く,廃条は,本虫の発生要因として重要な位置にある

と思われる。

条桑育と廃条は切り離すことができず,有機物施用の観

点からも廃条の桑園還元は必要である。このため,本虫の

発生要因とならない簡便な廃条施用法について検討が必要

であろう。従つて,廃条における本虫の生態,と くに産卵,
成育条件の究明が望まれる。

今回の調査結果から問題点をあげると, 1)集積されて
いる廃条の上層部は下層部より生息数が多かったが,こ れ

が産卵数の差によるのか, 2)太い廃条。長い廃条に多く
みられたが,こ れが産卵選択によるのか,成育条件の差に
よるのか, 3)発芽前伐採による枝条及び,春蚕期以外の

蚕期に使用した枝条における生息の有無などであり,こ れ

らについては今後詳細に検討する予定である。

5 ま  と  め

クワヒメゾウムシの発生要因の1つである廃条について,

その生息数を生枯部,枯死支幹部と比較した。その結果は

次の通りである。

1 廃条における生息数は生枯部の 7～ 8倍 ,枯死支幹部
の 2倍であった。

2 集積されている廃条の上層部における生息数は下層部
よりやや多かった。

3 太い廃条・長い廃条は在虫率が高く,40m未満の廃条
にはほとんどみられなかつた。

4 廃条における本虫の生態を調査し,よ り簡便な廃条施
用法を検討する必要がある。
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